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町
長
の
行
動

　

2
月
は
、
直
営
診
療
施
設
会
議
（
16
日
、

松
山
市
）、
臨
時
議
会
（
21
日
）、
愛
媛
県

土
地
改
良
事
業
団
会
議
（
23
日
、
松
山
市
）、

救
急
医
療
関
係
者
対
策
協
議
会
（
24
日
）、

町
連
合
婦
人
大
会
（
26
日
）、
水
道
・
清
掃

事
業
推
進
等
研
究
会
（
27
日
、
松
山
市
）、

な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

3
月
は
、
南
宇
和
高
校
卒
業
式
に
出
席

し
、町
総
合
計
画
の
答
申
を
受
け
ま
し
た（
1

日
）。
ま
た
、
町
金
婚
式
・
議
員
全
員
協
議

会
（
3
日
）、
町
特
産
品
P
R
の
た
め
、
愛

南
フ
ェ
ア
及
び
各
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
視
察
（
4
・
5
日
、
東
京
都
）、
篠
山
小
中

学
校
組
合
議
会
（
6
日
）、
平
成
18
年
第
1

回
議
会
定
例
会
（
10
日
〜
22
日
）、
四
万
十
・

南
予
地
域
づ
く
り
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム（
11
日
、

宿
毛
市
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海

あ
い
な
ん
」
で
は
、
花
へ
ん
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

で
来
町
さ
れ
た
、歌
手
の
芹
洋よ

う

子こ

さ
ん
に
対

し
て
、親
善
大
使
と
し
て
の
委
嘱
状
を
渡
し

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
全
国
各
地
に
愛
南
町
の
美

し
い
自
然
と
と
も
に
豊
か
な
人
情
を
P
R

し
て
い
く
機
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

表紙の写真コメント

「トレッキング・ザ・空海あいなん」( 松尾坂コース ) に参加され、宿毛湾が一望できる絶景をバックに、

松尾峠山頂で撮影させていただいた松田美
み

保
ほ

さんと、拓
た く

人
と

くん、凌
りょう

人
と

くん ( 城辺甲 ) です。

町勢要覧作成のため、黄金色に
輝く河内晩柑の撮影にご協力を
いただいた酒井康

こ う

次
じ

さん (御荘長
月 ) です。

町勢要覧作成のため、一本松温
泉あけぼの荘での入浴シーンを
撮影させていただいた正木保育
所の園児の皆さんです。

「トレッキング・ザ・空海あいなん」

柏坂コースを元気よくスタートする

谷口町長と石橋寛
ひろ

久
ひさ

宇和島市長。

松軒山の梅林園
に遊びに来られ
ていた山本菜

なつみ

さ

ん・蒼
そ

空
ら

くん ( 城
辺甲 ) に、満開ま
じかの梅を前に
素敵な笑顔を撮
らせていただき
ました。

2/24 

西海方面隊第 6分団 ( 福浦・麦ヶ
浦地区 ) に配備された消防ポンプ
自動車です

3/9

第 26 回菊川ふるさとまつりに参加した菊川小学校児童

2/19

2/27 

2/27 
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▲トレッキング・ザ・空海あいなん

　実行委員長の壽川忠
ただ

夫
お

さん ( 柏 ) です。

「町総合計画」を答

申される西田博
ひろ

文
ふみ

さん（城辺乙）、朝

日友
とも

太
た

郎
ろう

さん（御

荘平城）

▲船越保育園の元気な園児たちです

▲南レク城辺公園
　（平成 16 年濱本秀雄さん撮影）

▲

▲「人」のコーナーで取材

    させていただいた北原発
はつ

貴
き

    さん ( 柏 ) です。

▼しっかりボールを渡して！
　「転倒・寝たきり予防」運動
　

▲認定書を手にする外泊「だんだん館」の

　楠葉めり子さん、吉田洋
よう

子
こ

さん、吉田宣
のり

子
こ

　さん

天嶬の鼻で清掃活動を

 した久良小学校児童

▲
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桜
名
所
紹
介

特集 .1

　

今
回
の
広
報
編
集
委
員
の
特
集
は
、
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
愛
南
町
の
「
桜
の
名

所
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
心
地
よ
い
風
と

と
も
に
、
鮮
や
か
な
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
花
び

ら
で
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
愛
南

の
桜
を
、
編
集
委
員
の
濱
本
秀ひ

で

雄お

さ
ん(

船

越)

が
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

桜
に
想
う
・
・
・
・

「
別
れ
、
旅
立
ち
、
新
し
い
出
会
い
」
と
、

感
動
い
っ
ぱ
い
の
春
。
こ
の
季
節
を
象
徴

す
る
花
の
代
表
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
国

花
で
も
あ
る
「
桜
」
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
可
憐
な
つ
ぼ
み
の
花
び
ら
に
、

ワ
ク
ワ
ク
心
が
浮
き
立
つ
期
待
感
、
満
開

の
桜
の
圧
倒
的
な
華
麗
さ
に
、
心
奪
わ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
高
揚
感
、
散
り
ゆ

く
花
び
ら
の
艶
や
か
さ
に
、
時
々
刻
々
と

移
ろ
う
モ
ノ
の
無
常
感
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
古
来
か
ら
、
パ
ッ
と
一
斉
に
咲
き
乱
れ
、

パ
ッ
と
散
る
こ
の
潔
さ
が
、
私
た
ち
日
本

人
の
死
生
観
と
相
ま
っ
て
、
特
別
な
思
い

を
抱
か
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
町
の
桜
名
所
も
、
他
を
圧
倒
す
る
ほ

ど
の
存
在
感
に
魅
了
さ
れ
た
多
く
の
花
見

客
で
賑
わ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

思
い
で
桜
を
愛め

で
ま
す
か
?
青
く
透
み

き
っ
た
空
の
下
で
の
桜
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
幻
想
的
な
夜
桜
な
ど
、
改
め
て
見

つ
め
直
し
て
み
る
と
、
新
鮮
な
発
見
が
あ

る
は
ず
で
す
。
身
も
心
も
サ
ク
ラ
色
。
さ
あ
、

春
の
息
吹
を
満
喫
す
る
桜
巡
り
に
出
か
け

て
見
ま
せ
ん
か
!

　
　

（
掲
載
写
真
・
文　

濱
本
秀
雄
さ
ん
）

　

     

御荘湾片の浜の夕日（平成 16 年撮影）

中泊地区水源地（平成 16 年撮影）

長野地区の不老池（平成 16 年撮影）

赤水地区付近（平成 17 年撮影）
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組
織
・
機
構
改
革

特集 .2

　平成 18 年度は、愛南町の進むべき方向性を定めた「町総合計画」「行政改革大綱」

等の各施策を実行するため、限られた財源を効率的に活用・配分し、以下のとおり組織・

機構改革を実施します。

　主な改革内容は「愛なんブランド」創出の一環として「水産課水産振興室」を廃止し、

新たに「産業振興室」を設置する一方、魚病指導及び養殖技術の向上や新養殖魚介類

の開発・生産並びに新鮮な農水産物の加工品開発及び販売ルートの確保に積極的に取

組ます。

　庶務課、住民課、保健福祉課 ( 事務職員のみ ) を統合して、3 課体制 ( 御荘支所は 2

課体制 )にし、ワンストップサービスの充実を図ります。また、支所と保健センター

の協力体制を整備し、事務部門を住民福祉課に移します。保健センターには、　セン

ター長・保健師・栄養士を置き、現場重視の体制を整えます。

    　　　　  ( 旧 )          　　　　　　　　　( 新 )

　組織体制

　人権対策、啓発、教育等を行う部署を整理・統合し、総合的な人権施策の充実、　

強化を行うため、人権対策室を人権啓発室として設置し、社会教育課へ主管課の変　

更を行います。

　情報電算係・地域支援係・交通係を設置します。また、広報広聴室に、文書係を　

設置します。

　情報電算管理室を廃止し、新たに工事検査係を設置し、政策推進室に男女参画係　

を設置します。

　水産振興係・魚類養殖振興係の設置と、水産振興室を廃止し、新たに産業振興室を

　設置して、より活発な販売促進やブランド化を行い「愛なんブランド」の創出をめ

　ざしていきます。

　介護保険法の改正に伴い、在宅介護支援センターを廃止し、地域包括支援センター

を設置します。

　均一的な医療サービスの充実を図るため、内海診療所との経営統合を行います。

　住民課

　庶務課

　地域振興課

　保健福祉課

　住民福祉課

　地域振興課

　保健（福祉）センター

〔主な組織・機構改革についてお知らせします〕

お知らせします。
4月 1日から平城公民館は御荘文化センター内へ、魚神山公民館は魚神山老人福祉セン

ターへ事務所が移転します。ご迷惑をおかけしますがよろしくお願い致します。
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56

愛
な
ん

■歳
■時
■記

心
身
と
も
に
元
気
に
な
れ
る
「
癒
し
の
路
」
歩
く

3  

11
・
12 

松尾坂コース
14.8km

愛南町役場（本庁）

宿毛市大深浦

御荘文化
センター

　

内
海
地
域
で
開
催
し
て
い
た
「
ト
レ
ッ
キ
ン
ギ
・
ザ
・
空
海
」
を
、
愛
南
町
誕
生
後
、
町
内
を
横
断
す
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
に
育
て
よ
う
と
、
一
本
松
・
内
海
地
区
の
四
国
の
道
を
歩
く
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ
い
な
ん
」（
第
8
回
）
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
間
で
述
べ
約
1,
0
0
0
名
が
美
し
い
自
然
が
残
る
「
遍
路
道
」
を
歩
き
、
往
時
の
様
子
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
一
足
早
い
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
総
合
開
会
式
後
、
宿
毛
市
大お

ぶ

か

う

ら

深
浦
か
ら
小
山
地
区
の
松
尾
峠
を
越
え
、
一
本
松
、
上
大

道
、
豊
田
の
各
地
区
を
抜
け
、
僧
都
川
土
手
を
通
り
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
総
延
長
14
.
8
k
m
の
「
松
尾
坂
コ
ー
ス
」

に
約
6
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
昼
食
場
所
と
な
っ
た
一
本
松
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
婦
人
会
他
に
よ
る
豚
汁
等
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
疲
れ
た
体
と
心
が
癒
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
他
、
道
案
内
や
お
茶
な
ど
、
一
本
松
・
城
辺
地
域
の
各
グ
ル
ー

プ
や
P
T
A
等
の
お
接
待
が
あ
り
、
参
加
者
も
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
い
う
優
し
い
声
に
励
ま
さ
れ
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
完

歩
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
6
時
か
ら
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
芹せ

り

洋よ
う

子こ

さ
ん
に
よ
る
「
花
へ
ん
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
南
宇

和
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
共
演
も
あ
り
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
約
6
0
0
名
が
、
芹
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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柏坂コース
9.8km

嵐坂ポケットパーク風園

D・E・あい・21

船越

観自在寺
「第40番札所」

同
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
愛
南
町
を
全
国
に
向
け
て
P
R
し
て
い
た
だ
く
「
愛
南
町
親
善
大
使
」
第
1
号
と
し
て
、
谷
口
町
長
か

ら
芹せ

り

洋よ
う

子こ

さ
ん
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

2
日
目
は
、
D
・
E
・
あ
い
・
21
を
出
発
し
、
旧
遍
路
道
「
柏
坂
」
を
越
え
、
国
道
56
号
線
、
津
島
町
「
嵐
坂
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
風
園
」
ま
で
の
総
延
長
9
.
8
k
m
の
「
柏
坂
コ
ー
ス
」
に
約
4
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
り
ま
し
た
が
、
昼
食
場
所
と
な
っ
た
「
つ
わ
な
奥
展
望
台
」
で
は
、
芹せ

り

洋よ
う

子こ

さ
ん
に
よ
る
青
空
コ
ン
サ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点

で
は
、
夏
井
い
つ
き
さ
ん
に
よ
る
句
会
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
内
海
中
学
校
や
青
年
団
、
婦
人
会
、
商
工
会
青
年
部
、

P
T
A
、
自
治
会
他
の
お
接
待
が
随
所
で
あ
り
、
お
茶
や
飴
、
ポ
ン
カ
ン
、
甘
酒
な
ど
、
参
加
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
優
し
さ

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
2
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
を
支
え
た
お
接
待
な
ど
、

楽
あ
り
、
苦
あ
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
中
で
、
深
々
と
頭
を
下
げ
て
激
励
し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
に
、
ど
れ
だ
け
心

癒
さ
れ
た
参
加
者
が
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。  

ま
さ
に
、
南
国
独
特
の
輝
く
太
陽
の
よ
う
な
明
る
さ
・
大
ら
か
さ
、
そ
し
て
世
話

好
き
な
人
の
良
さ
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
満
ち
た
愛
南
人
の
姿
が
強
く
心
に
印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
人
の
情

な
さ
け

に
触
れ
る
楽
し
さ
を
も
体
感
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、
自
然
美
あ
ふ
れ
る
風
土
と
と
も
に
、

互
い
に
思
い
や
り
、
助
け
合
え
る
人
と
人
の
絆
を
深
め
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
！

平
成
18
年
度
狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
の
お
知
ら
せ

　

日
程
表
の
と
お
り
、
獣
医
師
に
よ
る
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
お
近
く
の
実

施
場
所
、
時
間
を
確
認
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

は
、
法
律
で
年
１
回
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
犬
を
飼
わ
れ
て
い

る
方
は
、
必
ず
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
前
回
受
け

ら
れ
た
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
用
紙
に
記
入
の
上
、
当
日
「
予
防
注

射
料
」
と
一
緒
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
通
知
が
来
て
い
な
い
方
も
、

当
日
受
付
が
で
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
犬
の
登
録
も
で
き
ま
す
の

で
、
未
登
録
の
犬
を
飼
わ
れ
て
る
方
は
、

「
登
録
料
」（
一
頭
に
つ
き
、
一
回
だ
け
）

と
「
認
め
印
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
料
…
一
頭
に
つ
き
、２
，８
５
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
を
含
む
）

登
録
料
…
…
…
一
頭
に
つ
き
、３
，０
０
０
円

　

予
防
注
射
当
日
に
は
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
必
要
書
類
、
費
用
（
つ
り
銭
が
要
ら
な
い

よ
う
に
）を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
他
の
犬
と
ケ
ン
カ
に
な
っ
た
り
、
人
を

か
ん
だ
り
、
逃
げ
た
り
し
な
い
よ
う
、

犬
を
し
っ
か
り
押
さ
ら
れ
る
方
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
力
の
強
い
犬
、
大
型
犬
、
緊
張
に
よ
っ

て
攻
撃
的
に
な
る
犬
な
ど
は
、
犬
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
等
、
特
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

               ５月２５日(木)

地区 場　　所 時　　　　間

城　
　
　

辺

コモズラバス停 午前 8：40～8：45
新 浦 バ ス 停 8：55～9：05
久 良 漁 協 9：15～9：25
増崎商店前（大寿浦） 9：35～9：40
小屋の浦集会所 9：50～9：55
竹芳水産跡地（日土） 10：05～10：10
古 月 集 会 所 10：20～10：25
鯆 越 集 会 所 10：35～10：40
深 浦 公 民 館 10：55～11：15
深浦小学校下 11：25～11：35
蓮乗寺バス停 11：45～11：55
旧 東 海 漁 協 午後 1：00～1：10
東 海 公 民 館 1：20～1：40
敦 盛 集 会 所 1：50～1：55
田村正博さん宅横（荒谷） 2：15～2：20
井上明さん宅前（中玉） 2：25～2：30
石崎進さん宅前（槍松） 2：35～2：40
脇 本 集 会 所 2：45～2：50
大僧都集会所 3：45～3：50
僧都二本松横 3：55～4：00
僧 都 公 民 館 4：10～4：15
山 出 集 会 所 4：30～4：45
梶郷上バス停 4：55～5：00
城辺社会福祉会館 5：30～5：50

               ５月２２日(月)

地区 場　　所 時　　　　間

内　
　
　

海　

平 碆 公 民 館 午前 8：30～8：40

家 串 公 民 館 8：50～9：00

火 打 バ ス 停 9：10～9：15

油袋漁民センター 9：25～9：30

船 越 集 会 所 9：45～9：50

魚 神 山 農 協 10：05～10：15

荒 樫 集 会 所 10：25～10：30

網代消防倉庫 10：45～10：50

須 ノ 川 農 協 11：40～11：55

旧 内 海 漁 協 午後 1：00～1：10

役場内海支所 1：20～1：30

御　
　
　

荘

菊 川 公 民 館 1：45～2：00

菊川第４集会所 2：20～2：25

平 山 集 会 所 2：45～2：55

長 洲 集 会 所 3：10～3：15

長 崎 集 会 所 3：30～3：40

貝 塚 集 会 所 3：55～4：05

八幡野集会所 4：15～4：25

旧 児 童 館 4：35～4：50

御荘文化センター 5：05～5：25

               ５月２３日(火)

地区 場　　所 時　　　　間

御　
　
　

荘

長月下地集会所 午前 8：30～8：35
長月第４集会所 8：50～9：00
長 月 公 民 館 9：10～9：25
長月第１集会所 9：35～9：40
和口第２集会所 9：55～10：05
和口警察住宅 10：15～10：20
旧平城公民館 10：30～10：40
栄 町 集 会 所 10：50～11：00

節 崎 集 会 所 11：10～11：20

馬 瀬 集 会 所 11：35～11：50
深 泥 集 会 所 午後 1：00～1：10
防 城 バ ス 停 1：20～1：25
成 川 バ ス 停 1：35～1：40
赤 水 公 民 館 1：55～2：10
高 畑 バ ス 停 2：20～2：25
猿 越 バ ス 停 2：30～2：35
尻貝バス停横 2：45～3：00
中 浦 公 民 館 3：10～3：20
中 浦 小 学 校 3：30～3：40
左右水集会所 3：55～4：00
猿鳴消防詰所 4：10～4：15
御荘文化センター 5：05～5：25

               ５月２４日(水)

地区 場　　所 時　　　　間

西　
　
　

海　
　

西 海 公 民 館 午前 8：10～8：20
久 家 集 会 所 8：30～8：40
下久家集会所 8：50～9：00
樽 見 集 会 所 9：15～9：20
大成川集会所 9：30～9：35
小成川集会所 9：40～9：45
福浦学校前バス停 10：00～10：20
福 浦 公 民 館 10：35～10：55
麦ヶ浦集会所 11：10～11：15
武者泊集会所 11：35～11：40
中 泊 集 会 所 午後 1：00～1：05
内 泊 集 会 所 1：15～1：20
役場西海支所 1：35～1：45
樫 月 集 会 所 2：00～2：05
小 浦 集 会 所 2：10～2：15
弓 立 集 会 所 2：25～2：30
越 田 集 会 所 2：35～2：40

城
辺

鳥 越 集 会 所 3：00～3：05
農 業 共 済 前 3：25～3：45
城 辺 公 民 館 3：55～4：15
長 野 集 会 所 4：30～4：50
城辺社会福祉会館 5：05～5：25

               ５月２６日(金)

地区 場　　所 時　　　　間

城　

辺

大 道 集 会 所 午前 8：30～8：35
岡 橋 バ ス 停 8：45～8：50
緑 公 民 館 9：00～9：05
当 時 バ ス 停 9：15～9：20
豊 田 集 会 所 9：30～9：40
太 場 集 会 所 9：50～9：55

一　

本　

松

上大道集会所 10：05～10：15
満 倉 集 会 所 10：30～10：40
中川トンネル口バス停 10：50～10：55
中 川 集 会 所 11：05～11：20
 広見第１集会所 11：35～11：50
久保江県道（惣川口） 午後 1：00～1：05
広見第２集会所 1：15～1：20
広見第３集会所 1：30～1：35
御在所集会所 1：55～2：05
正木本村集会所 2：15～2：20
篠山小学校前 2：30～2：40
下 組 集 会 所 2：50～2：55
増田コミュニティセンター 3：10～3：20
平 畑 集 会 所 3：30～3：35
内尾串集会所 3：45～3：55
東小山集会所 4：10～4：15
小山本村集会所 4：25～4：30
一本松保健センター 4：45～5：25

平成１８年度狂犬病予防注射日程表

・
首
輪
が
ゆ
る
過
ぎ
て
、

犬
が
脱
走
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
事
項

・
犬
が
死
ん
だ
り
、
住
所

が
変
わ
っ
た
り
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
環
境

衛
生
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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保
健
福
祉
課
か
ら
！

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら
！

乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

東海保育所

（
拡
充
の
内
容
）

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当

の
支
給
対
象
年
齢
が
、
現
在
の
小
学
校
第

３
学
年
修
了
前
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年

度
末
）
か
ら
、
小
学
校
第
６
学
年
修
了
前

（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に

拡
充
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

（
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

　

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
児
童
の
保
護
者
の
方
は
、
城
辺
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
、
ま
た
は

各
支
所
住
民
福
祉
課
（
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
）
で
、
今
年
９
月
30
日
ま
で
に
認
定

請
求
等
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

○
平
成
８
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
が
い
る
保

護
者
の
方
は
！

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
保

護
者
の
方
は
、
継
続
し
て
受
給
で
き
ま

す
の
で
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
で
、
次
の
受
給
資
格
が
あ

る
場
合
は
、
認
定
請
求
等
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
６
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
が
い
る
保

護
者
の
方
は
！

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
保
護
者
の
方
は
額
改
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
！

　

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
（
所
得
制
限
限

度
額
表
参
照
）
に
よ
り
、
新
た
に
児
童
手

当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

認
定
請
求
に
必
要
な
物

・
印
鑑

・
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
及

び
漁
協
の
口
座
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

・
年
金
加
入
証
明
書
（
申
請
者
が
国
民
年

金
加
入
者
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

（
用
紙
は
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
及

び
各
支
所
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

・
所
得
証
明
書
（
平
成
17
年
１
月
１
日
に

町
内
に
住
所
が
な
か
っ
た
方
）

※ 

額
改
定
認
定
請
求
の
方
は
、
印
鑑
の
み

で
結
構
で
す
。

新
た
な
児
童
手
当
制
度
の
概
要

１
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
家
計

の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請
し
、
住
所

地
の
町
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
今
回
の
制
度
改
正
に
係
る
申
請
に
つ

い
て
は
、
特
例
が
あ
り
ま
す
。）

２
支
給
月
額

　

第
１
・
２
子
…
…
５
，０
０
０
円    

　

第
３
子
以
降
…
１
０
，０
０
０
円

３
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

４
所
得
制
限
限
度
額

所得制限限度額表

扶養親族の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）

0人 460万円 532万円

1人 498万円 570万円

2人 536万円 608万円

3人 574万円 646万円

4人 612万円 684万円

5人 650万円 722万円
注１）所得税法に規定する老人控除配偶者又は老人扶養親族がある方についての

限度額は上記の額に当該老人控除配偶者又は老人扶養親族１人につき６万
円加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額は、１人につき38万円を加算し
た額になります。

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年
（
１
月
か

ら
５
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
額
で
判
定
し
ま
す
。

　

所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係
へ

　

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

平
成
18
年
度
か
ら
乳
幼
児
健
診
は
、
お

子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
の
確
認

を
適
正
な
時
期
に
実
施
し
、
健
診
内
容
の

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
一
会
場
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
実
施
前
に
通
知

い
た
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課　

℡
７
２
―

１
２
１
２
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高
齢
者
支
援
課
か
ら
！

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

実
施
要
綱
の
改
正

防
災
対
策
室
か
ら
！

衛
星
携
帯
電
話
設
置
の

お
知
ら
せ

町
民
課
か
ら
！

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
施

要
綱
の
一
部
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
す
。

◎
「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

　

利
用
者
負
担
金　

１
食　

　

３
０
０
円
か
ら
４
５
０
円
に
改
正

◎
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

　

利
用
者
負
担
金　

１
時
間　

　

１
２
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
改
正

　

利
用
対
象
者
を
特
定
高
齢
者
に
限
定

◎
い
き
が
い
活
動
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

利
用
者
負
担
金　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

８
０
０
円
か
ら
１
，０
０
０
円
に

　

社
会
福
祉
協
議
会　

　

７
０
０
円
か
ら
９
０
０
円
に
改
正

◎
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　

支
給
対
象
者
を
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

限
定
、
支
給
金
額 

７
，５
０
０
円
で
現
行
ど

お
り
（
但
し
、
通
所
介
護
、
訪
問
介
護
等

の
利
用
者
は 

５
，０
０
０
円
に
改
正
）

（
介
護
者
が
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら

派
遣
の
家
族
介
護
の
場
合
は
支
給
し
な
い
）

◎
家
族
介
護
ヘ
ル
パ
ー
受
講
支
援
事
業
助

成
金
…
廃
止

◎
寝
具
類
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業
…
廃
止

◎
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

福
祉
有
償
運
送
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
金　

　

片
道
５
０
０
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

（
５
月
か
ら
の
予
定
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
愛
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。

　

移
転
先
…
御
荘
支
所
１
階

　

℡
７
２
―

１
１
１
１

問
合
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課

　

（
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

防
災
対
策
室
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お

い
て
、
一
般
電
話
通
信
や
道
路
網
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
を
想
定

し
て
、
被
害
状
況
の
把
握
や
情
報
通
信

の
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
機
関
（
本

庁
・
消
防
署
・
各
支
所
）
と
の
「
衛
星
携

帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
、
設
置
し
て
い
る
網あ

じ

代ろ

・

僧そ
う

都ず

・
猿さ

る

鳴な
ぎ

地
区
に
加
え
、
新
た
に
魚な

が

神み

山や
ま

・
新し

ん

浦う
ら

・
武む

者し
ゃ

泊
ど
ま
り

地
区
の
行
政
協
力
員

さ
ん
宅
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す

    

保
険
料
額（
月
額
）
１
３
，８
６
０
円

　

４
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
等
と
の
併
給
が
で
き
ま
す

　

改
正
前
の
制
度
で
は
、
一
階
部
分
の
基

礎
年
金
と
二
階
部
分
の
厚
生
年
金
は
、
基

本
的
に
同
一
事
由
の
も
の
だ
け
が
併
給
で

き
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
障
害
基

礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、
障
害
を
有
し
な

が
ら
就
労
し
て
も
、
保
険
料
を
納
付
し
た

こ
と
が
年
金
給
付
に
反
映
さ
れ
な
い
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
課
題
に

対
す
る
取
組
と
し
て
、
障
害
を
持
ち
な
が

ら
働
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
障

害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
、

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
の
併
給

が
で
き
る
仕
組
み
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

選
択
申
出
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
民
課
へ

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
保
険
料
納
付
要
件
に
つ
い
て
の

特
例
措
置
の
延
長

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
、
初
診
日
（
遺
族
年
金
の
場

合
は
死
亡
日
）
前
の
一
年
間
に
未
納
が
な

い
こ
と
の
要
件
が
、
平
成
18
年
３
月
31
日

か
ら
、
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
の
初
診

日
（
遺
族
年
金
の
場
合
は
死
亡
日
）
に
ま

で
延
長
さ
れ
ま
す
。

厚生年金

老齢
厚生年金

障害
厚生年金

遺族
厚生年金

国
民
年
金

老齢基礎
年金

○ × ○

障害基礎
年金

◎ ○ ◎

遺族基礎
年金

× × ○

注）○は改正前でも併給可能な組合せ  
　　◎は今回改正で併給可能となったもの  
　　×は併給できないもの
　　※なお、65歳から併給ができます。

　
　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

４
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階
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税
務
課
か
ら
！

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
課
か
ら
！

「
高
齢
者
い
き
い
き

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
愛
南
」

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
（
納
税
義
務

者
の
う
ち
免
税
点
未
満
で
課
税
さ
れ
な
い

人
を
除
く
）
ご
本
人
の
固
定
資
産
の
価
格

が
適
正
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
に
、
比

較
し
た
い
土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧

帳
簿
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
町
内
に
所

在
す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者
の
方
に
、
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
は
、
町
内
に
所
在
す
る
家
屋
に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方

に
、
比
較
し
た
い
土
地
又
は
家
屋
の
地
番

を
指
定
し
て
い
た
だ
き
、
縦
覧
期
間
中
に

限
り
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《縦覧方法》

土地価格等
縦覧帳簿

所在・地番・地目・地積・価格が記載されています。

家屋価格等
縦覧帳簿

所在・家屋番号・種類・構造・建築年・床面積・価格
が記載されています。

縦覧期間
４月１日から５月３１日までの
午前８時３０分～午後５時
（ただし土・日・祝日を除く）

縦覧場所 税務課・各支所住民福祉課

縦覧できる人

・町内に所在する土地又は家屋に対して課する固定資産
税の納税者及びその同一世帯で生計を一にする親族

・納税管理人
・納税者の委任を受けた代理人（委任状持参）

持参するもの
・印鑑
・納税通知書又は運転免許証等ご本人であることを証
明できるもの

※この制度は、納税者が自己の所有する土地又は家屋の価格が適正か
判断するためのものですから、それ以外の目的と思われる場合は、
縦覧をお断りする場合がありますのでご了承ください。

※縦覧期間以外は、土地・家屋価格等縦覧帳簿の公開は一切できませ
んのでご了承ください。

　

納
税
者
の
方
々
に
土
地
の
評
価
額
の
計

算
を
具
体
的
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
固
定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な
る
固

定
資
産
路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
標
準
宅
地
の
位
置
も
公
開
し
て

い
ま
す
。

公
開
し
て
い
る
場
所

　

税
務
課
（
本
庁
舎
１
階
）

　

各
支
所
住
民
福
祉
課

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

　

（
た
だ
し
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
路
線
価
と
は
、
市
街
地
に
お
い
て
道
路

に
付
け
ら
れ
た
価
格
の
こ
と
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
道
路
に
接
す
る
標
準
的
な
宅

地
の
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格
を

い
い
ま
す
。

　

宅
地
の
評
価
額
は
、
こ
の
路
線
価
を

基
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
形
状
（
奥

行
、
間
口
等
）に
応
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
第
１
期
の

納
期
は
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
る
た
め
５

月
１
日
〜
５
月
31
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
兼
課
税
明
細
書
は

４
月
中
旬
頃
発
送
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

固
定
資
産
税
路
線
価
及
び

　

標
準
宅
地
の
位
置
の
公
開

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
約
５
０
０
名
が

参
加
し
、
劇
的
「
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
」

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

声
優
の
加
藤
み
ど
り
さ
ん
の
「
楽
し
く
、

美
し
く
年と

齢し

を
と
ろ
う
」
と
題
し
た
講
演

会
と
、地
元
の
元
気
な
高
齢
者
を
代
表
し
て

清
水
瀞

き
よ
し

さ
ん

（
越
田
）
と
講

師
の
加
藤
さ

ん
と
の
「
ふ

れ
あ
い
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」

が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中

で
加
藤
さ
ん

は
、
年
齢
を

重
ね
「
や
さ

し
さ
、
相
手

を
思
い
や
る

心
」
が
強
く

な
り
、
そ
の

こ
と
で
新
た
な
仕
事
に
も
恵
ま
れ
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
清
水
さ
ん
も
、
失

敗
を
悔
や
ま
ず
、
何
事
も
プ
ラ
ス
志
向
で

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
と
話
さ
れ

る
な
ど
、
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

2/
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議
会
事
務
局
か
ら
！

平
成
18
年
第
１
回

　
　

町
議
会
定
例
会

学
校
教
育
課
か
ら
！

平
成
18
年
第
１
回

篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会
定
例
会

消
防
署
か
ら
！

防
火
意
識
の
向
上
を
願
っ
て

総
務
課
か
ら
！

平
成
17
年
度
の
退
職
者

技
術
を
身
に

付
け
て
も
ら

お
う
と
、
期

待
を
込
め
て

贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

現
在
、
前

記
の
各
小
学

校
の
５
・
６

年
生
、
合
わ

せ
て
２
１
１

名
が
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

じ
て
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の
大
切
さ
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
議
員
発
議
に
よ

る
意
見
書
１
議
案
、
上
水
道
事
業
の
経
営

変
更
議
案
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
23
議

案
、
工
事
請
負
契
約
１
議
案
、
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
同
意
案
件
１
議
案
、
平
成

17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
等
10
議
案
、
総
合
計
画
の
策
定
及
び
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
議
案
、
平

成
18
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算

等
10
議
案
の
計
49
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
二
宮
敬け

い
す
け典

、
山
下
正ま

さ

敏と
し

、
田

口
勝

ま
さ
る

、
土
居
尚な

お
ゆ
き行

、
清
水
雅ま

さ
ふ
み文

、
西
口
孝

た
か
し

、

内
倉
長

ち
ょ
う
ぞ
う

蔵
の
各
議
員
か
ら
「
地
域
に
密
着

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地
域
経
済
の
状
況

 3/

10～22

　

本
庁
３
階

議
場
で
「
第

１
回
篠
山
小

中

学

校

組

合
議
会
定
例

会
」
が
開
か

れ
、
愛
媛
県

市
町
総
合
事

務
組
合
規
約

の
一
部
変
更

に
係
る
専
決

処
分
承
認
１

議
案
、
平
成
17
年
度
篠
山
小
中
学
校
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
１
議
案
、
篠
山
小
中

学
校
合
同
校
舎
建
設
費
を
含
む
歳
入
歳
出

総
額
５
億
４
千
７
百
万
円
の
平
成
18
年
度

篠
山
小
中
学
校
組
合
一
般
会
計
予
算
１
議

案
の
計
３
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

3/
  6

　

平
成
17
年
度
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
期
待
証

交
付
式
が
、一
本
松
・
柏
・
平
城
・
城
辺
・

福
浦
の
各
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
期
待
証
交
付
式
は
、
日
頃
の
学
習
活
動

を
通
し
て
、
正
し
い
防
火
や
防
災
意
識
と

2/
 22

　

次
の
方
が
、
退
職
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
井
手　

勇ゆ

う

じ司
（
総
務
課 

課
長
）

○
岩
﨑
ス
エ
子
（
城
辺
保
育
所 

所
長
）

○
橋
岡　

仁ひ
と

志し

（
御
荘
支
所
長
兼
庶
務
課
長
）

○
山
本　

治は
る

幸ゆ
き

（
西
海
公
民
館 

館
長
）

○
時
岡　
　

功い
さ
お（

一
本
松
荘
施
設
長　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣

）

○
吉
田　
　

進す
す
む（

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
員
）

○
吉
田　

庄し
ょ
う
ぞ
う

三
（
観
光
旅
客
船 

船
長
）

○
坂
元
由ゆ

紀き

子こ

（
柏
保
育
所
調
理
員
）

○
高
橋（
旧
姓 

新
谷
）麻ま

紀き

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
課
上
級
栄
養
士
）

　

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
町
税

の
滞
納
整
理
を
強
化
す
る
た
め
の
税
務
課

体
制
の
充
実
、
新
設
さ
れ
る
「
愛
媛
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
」
と
の
連
携
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た

成
果
重
視
に
よ
る
「
行
政
評
価
の
導
入
」

と
、
少
子
化
に
よ
る
教
育
・
保
育
の
増
進

を
図
る
た
め
、
「
学
校
・
保
育
所
統
廃
合

検
討
委
員
会
」
の
設
置
や
「
み
ん
な
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
地
域
振

興
費
の
創
設
を
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
背
景
に
し
た
「
愛
な

ん
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
出
に
向
け
、
水
産
課

に
「
産
業
振
興
室
」
を
設
置
す
る
一
方
、

災
害
に
強
く
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
町
内
全
域

に
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
津
波
避
難
訓
練
等
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を

効
果
的
に
活
用
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
公
正
で
透
明
な

一
体
感
の
あ
る
町
政
の
推
進
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

谷
口
町
長
の

　

施
政
方
針
あ
い
さ
つ
要
旨

に
対
す
る
町
職
員
の
認
識
、
平
成
18
年
度

町
補
助
金
、
あ
け
ぼ
の
つ
つ
じ
の
保
護
や

後
継
樹
育
成
等
」
に
つ
い
て
の
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
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建
設
課
か
ら
！

「
西
海
有
料
道
路
通
行
券
」

払
戻
し
の
申
請
は
お
済
で
す
か
？

広
報
広
聴
室
か
ら
！

広
報
「
あ
い
な
ん
」
常
置
の

お
知
ら
せ

南
宇
和
心
の
健
康
を
考
え
る
会
か
ら
！

〝
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
〞

は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

サンクス 南レク前店

保
健
福
祉
課
か
ら
！

私
た
ち
の
健
康
は
、

　
　
　

私
た
ち
の
手
で
！

　

広
報
広
聴
室
で
は
、
自
宅
配
布
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、
以

下
の
事
業
所
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

広
報
「
あ
い
な
ん
」
を
常
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
広
報
「
あ
い
な
ん
」
常
置
場
所
】

　

リ
ッ
チ
南
宇
和
店
、サ
ン
ク
ス
御
荘
・
城

辺
・
南
レ
ク
前
（
御
荘
）
店
、
コ
ン
ビ
ニ
ス

パ
、明
屋
書
店
、し
ん
ば
し
南
郡
店
、フ
ジ
南

宇
和
店
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
亭
南
宇
和
店
、

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
西
海
、宇
和
島
バ
ス
城
辺
営
業

所
、町
内
各
銀
行
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
各
支
所
、

県
立
南
宇
和
病
院
、
各
郵
便
局

【
問
合
せ
先
】

　

広
報
広
聴
室　

℡
７
２
―

１
２
１
１

　

（
内
線
１
７
０
・
１
７
１
）

　

３
月
31
日
か
ら
西
海
有
料
道
路
の
通
行

が
無
料
化
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
４
月

１
日
〜
５
月
19
日
ま
で
の
間
、
残
っ
た
通

行
券
の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
払
戻
し
申
請
場
所

・
町
民
課
、
内
海
支
所
住
民
福
祉
課
、そ
れ

以
外
の
支
所
は
地
域
振
興
課
へ

２
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

今
年
度
、

〝
南
宇
和
心

の
健
康
を
考

え
る
会
〞
で

は
、
昨
年
に

引
き
続
き
関

心
が
高
ま
っ

て
い
る
『
う

つ

病

』

を

テ
ー
マ
に
学

習
会
を
行
う

と
と
も
に
、
１
月
27
日
に
は
、
精
神
保
健

福
祉
地
域
ケ
ア
研
修
会
（
宇
和
島
保
健
所

主
催
）
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
正

光
会
宇
和
島
病
院
の
大
山
哲
先
生
に
よ
る

『
う
つ
病
の
正
し
い
理
解
』
に
つ
い
て
の

講
演
と
『
地
域
に
お
け
る
う
つ
対
策
』
を

テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
う
つ
病
は
一
生
の
間
に
お
よ

そ
10
人
に
１
人
が
罹(

か
か)

る
病
で
あ
り
、

特
に
女
性
に
多
い
の
が
特
徴
で
、
世
界
的

に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
早
期
発

見
と
正
し
い
治
療
・
静
養
が
と
て
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

※
少
し
で
も
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

は
、
早
め
に
専
門
医
の
診
察
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
※
治
療
、
静
養
に
専
念
す
る
あ
な
た
自
身

の
姿
勢
が
大
切
で
す
。（
心
と
体
は
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。）

※
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
…  

 

『
南
宇
和
心
の
健
康
を
考
え
る
会
』

事　

業

　

精
神
保
健
福
祉
知
識
の
普
及
啓
発

に
関
す
る
事
や
調
査
・
研
究
、
そ
の

他
心
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課

（
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
７
２
‐
１
２
１
２

・
未
使
用
の
通
行
券
（
役
場
発
行
の
も
の
）

・
西
海
有
料
道
路
通
行
利
用
証

・
み
と
め
印

・
郵
便
局
以
外
の
本
人
名
義
の
通
帳
又

は
、
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
。

３
問
合
せ
先

　

建
設
課
、
内
海
支
所
住
民
福
祉
課
、
各

支
所
地
域
振
興
課

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

で
、
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議

会
（
会
長
本
多

良よ
し

子こ

さ
ん
）が
、

転
倒
予
防
と
会

員
同
士
の
交
流

を
目
的
に
「
愛
南
町
食
改
健
康
づ
く
り
大

会
」を
開
催
し
、
92
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
た
め
の
体
操
に
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

協
議
会
は
、
生
涯
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を
目

標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
日
常
生
活

に
運
動
を
取
り
入
れ
、
健
康
な
体
で
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

3/
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財
産
管
理
課
か
ら
！

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

に
つ
い
て

宇
和
島
地
方
局
か
ら
！

納
税
の
お
知
ら
せ

宇
和
島
保
健
所
か
ら
！

保
健
所
出
張
サ
ー
ビ
ス

（
愛
南
庁
舎
で
の
受
付
業
務
）

の
廃
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
営

住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
募
集
を
い
た

し
ま
す
。
入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
財
産
管
理
課
へ
お
申
込
み

下
さ
い
。

１
住
宅
（
空
家
）
の
概
要

　

自
動
車
税
納
期
限
は

　
　
　
　

５
月
31
日(

水)

で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義

人
の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
号
の
特
集
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
「
校
区
外
通
学
許
可

基
準
」
の
中
で
、
転
居
の
場
合
の
主
要

行
事
（
運
動
会
、
修
学
旅
行
等
）
を
控

え
て
い
る
場
合
の
学
年
が
「
小
学
６
年

生
及
び
中
学
生
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
「
全
学
年
」
で
「
許
可

日
か
ら
行
事
終
了
の
日
ま
で
」
で
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
勤
務
等
の
た
め
帰
宅

後
の
保
護
監
督
が
困
難
な
場
合
で
、
親

族
等
が
児
童
を
預
か
っ
て
い
る
場
合
の

「
全
学
年
」
が
、
正
し
く
は
「
小
学

生
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額

の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
地
方
局
で
お
納

め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し

た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
愛
媛
県
宇
和
島
地
方
局
税
務
課
ま
で
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

電
話 (

代)

０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

　

休
日
出
張
収
納
窓
口
を

　
　
　
　
　

開
設
し
て
い
ま
す

　

愛
媛
県
宇
和
島
地
方
局
と
愛
南
町
で
は
、

日
頃
お
仕
事
な
ど
で
忙
し
く
、
納
税
に
来

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
共
同
で
出
張
収

納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
場
所　

フ
ジ
南
宇
和
店 

◆
期
日　

５
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）、

　
　
　
　
　
　

27
日（
土
）、
28
日（
日
）

◆
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
当
日
は
納
税
通
知
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構造 空部屋の概要

月別家賃 敷金 共益費 その他特記事項

久家団地
（特定公共賃貸住宅）

久家23番地1
鉄筋3階建
（築9年）

102号,201号 3LDK 
94.90m2

37,000円 家賃の3ヵ月分 有 ガス湯沸器

脇田団地
（特定公共賃貸住宅）

柏369番地
鉄筋3階建
（築9年）

A棟105号 3LDK 
106.62m2

38,000円 家賃の3ヵ月分 有 電気温水器

※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

２
申
込
み
受
付
期
間   

　
　

４
月
６
日（
木
）〜
４
月
13
日（
木
）

　

受
付
時
間   

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

　

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
町

内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方
で
、

住
宅
に
お
困
り
の
方
。

　

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
。
但
し

婚
約
者
は
入
居
後
３
ヵ
月
以
内
に
婚

姻
す
る
こ
と
）
が
い
る
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４
申
込
み
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管

理
課
住
宅
係
【
℡
７
２
―

１
２
１
１
（
内
線

２
２
３
、
２
２
４
）
】
ま
で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

訂
正
と
お
詫
び

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
、利
用
状
況
（
10
ヵ

月
間
で
、
１
日
平
均
１
・
89
名
）
が
少
な

く
、
検
体
検
査
（
検
便
や
飲
料
水
等
）や
食

品
営
業
許
可
申
請
に
つ
い
て
も
、
効
率
的

な
業
務
運
営
を
推
進
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
平
成
18
年
３
月
末
を
も
っ
て
愛
南
庁

舎
で
の
受
付
業
務
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

宇
和
島
保
健
所 

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

　
　

（
内
線
２
６
４
・
２
６
５
・
２
６
６
）
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保健事業のお知らせ（４月）
保
健
福
祉
課
か
ら
！

ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
か
ら
！

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

保
健
福
祉
課
か
ら
！

５
歳
児
歯
科
表
彰

　

ポ
リ
オ
予
防
接
種
以
外
の
予
防
接
種
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
や
す
く
す
る
た
め

に
平
成
18
年
度
か
ら
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種

の
実
施
を
変
更
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
変
更
後
〉

地
区

実
施
場
所

実
施
時
期

内　

海

御　

荘

西　

海

御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー

５
月
、10
月

城　

辺

一
本
松

城
辺
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

５
月
、10
月

○
ポ
リ
オ
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
実
施

前
に
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

詳
し
く
は
、
次
の
施
設
の
保
健
師
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

保

健

福

祉

課  

℡
７
２
―

１
２
１
２

御
荘
支
所
住
民
福
祉
課  

℡
７
２
―

１
１
１
１

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー  

℡
８
５
―

０
８
８
８

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー  

℡
８
４
―

１
２
５
１

西
海
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー  

℡
８
２
―

０
０
３
３

　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
は
、
お
済

み
に
な
り
ま
し
た
か
？

　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
、

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
で
き
る
期
間
は
、
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
福
祉
課
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
５
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が

０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。

　

２
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健
診
で

は
53
名
の
受
診
者
の
中
で
15
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

表
彰
さ
れ
た
方
々

　

棟
田　

実み

里り

さ
ん　

御
荘
平
城

　

和
田　

瑞み
ず

生き

さ
ん　

御
荘
菊
川

　

山
上　
　

翔
し
ょ
う

さ
ん　

御
荘
平
城

　

加
納　

璃り

乃の

さ
ん　

御
荘
平
城

　

河
野　

柚ゆ
ず

紀き

さ
ん　

御
荘
平
城

　

落
合　

晃こ

侑う

さ
ん　

御
荘
平
城

　

二
宮　

小こ

槙ま
き

さ
ん　

中　
　

浦

　

中
尾　
　

充
し
ゅ
う

さ
ん　

御
荘
平
城

　

猪
野　

修し
ゅ
う
や也

さ
ん　

福　
　

浦

　

土
居　

雪ゆ

月づ
き

さ
ん　

久　
　

良

　

山
口　

李り

生お

さ
ん　

久　
　

良

　

柳
田　
　

愛あ
い

さ
ん　

城

辺

甲

　

荒
地　

皇こ
う

太た

さ
ん　

城

辺

甲

　

鉾
岩　

風か
ざ

人と

さ
ん　

中　
　

川

　

西
川　

聖せ

奈な

さ
ん　

小　
　

山

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・肺・大腸
前立腺・肝炎検査

4月26日 水
古月集会所   ９：３０～１０：３０

鯆越集会所 １３：００～１４：００

4月27日 木 深浦公民館
  ９：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

１歳６か月児健診 4月13日 木
城辺保健福祉
センター

H16年7月1日～
8月31日生

３歳児健診 4月18日 火
H15年1月1日～
2月28日生

対象者には個別で通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みるく広場 4月  7日 金
一本松保健
センター

９：３０～１１：００

みなみっ子 4月24日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

保健事業に関する問合せ先　保健福祉課　℡７２－１２１２
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税
務
課
等
か
ら
！

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

4・5月行事予定表

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

    ５日・１２日・１９日
水曜日のAM8：30～10：00
５月の引取日は、
 １０日・１７日・３１日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、環境衛生
課℡72－1211（内線503）または各支所地
域振興課まで問い合せください。

一　般　内　科

第１日曜日   2日 国保一本松病院 一本松 ☎84-2255

第２日曜日   9日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第３日曜日 16日 竹本医院 城辺乙 ☎72-3271

第４日曜日 23日 松本クリニック 一本松 ☎84-2001

みどりの日 29日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第５日曜日 30日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

4月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

税
務
課
で
は
、
納
税
組
合
制

度
廃
止
に
伴
い
、
口
座
振
替
制

度
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
確
実
に

納
入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
税
務
課
ま
で

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 土

　７：４０～ コミュニティバス出発式 岩水停留所前

　８：２０～ コミュニティバス出発式 一本松支所前

  １１：２０～
第25回南レクジュニア
サッカ大会（～3日）

南レク城辺
多目的グラウンド

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

5 水
１０：００～ 公立保育所入園式 町内各保育所

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

9 日

　９：００～
高松宮賜杯全日本軟式

野球大会郡予選
（Ｂ級・Ｃ級）

南レク城辺球場
あけぼのグラウンド

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

12 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

15 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

22 土 　９：００～
四国西南地区

少年軟式野球大会
南レク城辺球場
南高グラウンド

23 日

１０：００～
四国西南地区

少年軟式野球大会
南レク城辺球場

１０：００～１５：００ 由良祭り 須ノ川公園売店前

１４：００～１５：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

日 曜 時　間 行事名 場　所

29 土

みどりの日

１０：００～
四国西南地区

少年軟式野球大会
南レク城辺球場

30 日 １０：００～ 愛南大漁まつり
御荘湾片の浜
南レクロッジ

５月

3 水 憲法記念日

4 木 国民の休日

5 金 こどもの日

6 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

7 日 １５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

10 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

14 日

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

中旬３日間
サンセットクルーズ＆
ほたるウオッチング

鹿島

絵本の読み聞かせ　御荘夢創造館
毎週日曜日　 １５：３０～１６：３０

子育てサークル「こあら」　御荘保育所
毎週月・水・金曜日　  ８：３０～１１：３０
※（4月3・5日、5月3・5日は除く。）
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愛
な
ん
ニ
コ
ニ
コ
、キ
ラ
キ
ラ
★
星

〈
牛
乳
を
チ
ー
ズ
に
変
身
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　

料
理
を
作
ろ
う
！
〉

◎
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
を
作
ろ
う
！（
４
人
分
）

牛
乳
…
…
５
０
０
㏄

酢
…
…
…
大
さ
じ
２
、½  

　

牛
乳
を
40
℃
に
温
め
、
酢
を
加
え
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
で
水
気
を
絞
る
。

※
ス
キ
ン
ミ
ル
ク
の
場
合

　

ス
キ
ン
ミ
ル
ク
50
ｇ
、
５
０
０
㏄
の
お
湯

（
80
℃
）
に
、
酢
大
さ
じ
２
を
加
え
る
。

和
え
物
や
サ
ラ
ダ
等
に
応
用
し
て
い
ま
す
。

〈
ほ
う
れ
ん
草
の
牛
乳
白
合
え
〉

◎
材
料
（
４
人
分
）

牛
乳
…
…
…
５
０
０
㏄　

酢
…
…
…
…
大
さ
じ

２
、½

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
大
さ
じ

３
、½

砂
糖
…
…
…
大
さ
じ

１
、½

み
り
ん
…
…
大
さ
じ
２

し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
１

塩
…
…
…
…
小
さ
じ
¹/³

り
ん
ご
…
…
½　

人
参
…
…
…
60
ｇ

ほ
う
れ
ん
草
…
１
５
０
ｇ

◎
作
り
方

①
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
を
作
る
。

②
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
炒
り
、
す
り
鉢
で
よ
く
す

り
潰
し
、①
、砂
糖
、み
り
ん
、し
ょ
う
ゆ
、

塩
を
加
え
、
和
え
衣
を
作
る
。

③
り
ん
ご
は
、皮
と
芯
を
取
り
、い
ち
ょ
う
切

り
。
人
参
は
千
切
り
し
、
サ
ッ
と
ゆ
で
る
。

ほ
う
れ
ん
草
も
ゆ
で
３
㎝
の
長
さ
に
切
る
。

④
②
の
和
え
衣
で
、
り
ん
ご
、人
参
、ほ
う
れ

ん
草
を
和
え
る
。

※
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
代
わ
り
に
、白
ゴ
マ
を
使
っ

て
も
い
い
で
す
。　

 

（
文 

船
越
保
育
園
）

小成川分園園児

福浦分園園児

船越保育園園児

船越保育園園児
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叙勲伝達、おめでとうございます！
　町長室で、高齢

者および叙位叙勲

の伝達式があり、

元船越小学校長の

吉田秋
あき

穂
ほ

さん（城

辺乙）が「瑞宝双

光章」、故大西繁
しげ

光
みつ

さん（辰
たつ

男
お

さん、柏崎）が「旭日単光章」の栄

誉に浴されました。

休んでいきなはらんか！
　昨年10月に発足した「豊田

を元気にする会」（会長面田貴
たかし

さん、会員30数名）が、僧都川

沿いの四国のみちに、会員手

作りによる本格的な休憩所「と

よた茶堂」を作りました。

　同会は、地区内の人間関係

を密接にし、助け合いながら地域に貢献していこうと結成さ

れたそうで、特に女性会員の方が元気だそうです。この日も

女性会員が、僧都川土手沿いなどの清掃活動をされていまし

た。今後とも、町内全域に「元気の波紋」を広げてほしいと思

います。

見つめてみよう、人の輝き！
　一本松公民館で「第5回

見つめてみよう、人権コン

サート」が開催され、一本松

手話サークル「にじ」による

手話による進行説明の中、

コーラスかなりやBeauty9、

コーラスラ・ラ・ラ、西海バンド、合唱団コスモス、一本松シン

ガーズが、人権の尊さを歌った「見つめてみよう」「今を生きよ

う」他12曲を熱唱しました。

　また「それからのおにがしま」と題した人権劇の上映もあ

り、本来、誰もが持っている人の心の暖かさ、やさしさを再認

識する機会となりました。

3/6

　「未来に残したい

漁業漁村の歴史文

化財百選」（水産庁、

平成18年主催）に外

泊地区「石垣の里」

が選定され、農林水

産大臣から認定書を

いただきました。

　この栄誉は、美しきふるさとの風景、それを守り伝えてきた

人々の暮らし、この二つが評価されたことを意味します。今後

とも「何度でも訪れてみたい！」と感じれる集落の美観を守り

育んでほしいと思います。

日本が誇る、美しき集落「石垣の里」！

次々と飛び出る質問に、担当職員も新鮮な刺

激を受けたようです。

　また、同校は地域全体でアルミ缶のリサイ

クル運動にも取組むとともに、地球環境の大

切さや身近な環境問題についても積極的に

取組でいます。

3/7

2/25
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県政功労者として、知事表彰を受賞！
　愛媛県庁で「優れた業積で県

政進展に大きく寄与」したとして、

農林水産部門で濵田伊
い

佐
さ

夫
お

さん

（愛南漁業協同組合長）が、愛媛

県知事表彰を受賞されました。こ

の他、県全体で、教育文化など９

部門、43名が表彰を受けられまし

た。おめでとうございました。

自慢の作品を前に！
　中原地区老人クラブ婦

人会（会長 山本サカエ

さん）では、生け花や童

謡、カラオケと、多くの

グループが熱心に活動さ

れています。今後とも、

丹精込めた作品づくり

や会員相互の親睦を深めてほしいと思います。

懐かしいふるさとの匂い、やさしさを届ける！
　平城公民館で、南

宇和ふるさと小包グ

ループ（会長濱本恵
けい

子
こ

さん）が「ふるさ

と小包2月便」の160

個の発送を行いま

した。贈り物の中身

は、暖かい日差しを

浴びて育った「ひがしやま・鯛の一夜干し・伊予柑&文旦など

10品目」で、どれも愛情込めた手作りの品々ばかりです。

　この小包は、2月（1箱3,200円）・7月・12月（1箱3,500円）の

年3回の発送で、遠く北海道から沖縄までの全国各地に、真

心込めた安全な産物を届けていますので、ご希望の方は、御

荘郵便局（TEL72-6286）へ申し込みください。

　中浦小学校5年生5名が、ごみ処理やアルミ

缶のリサイクル、大気汚染、海の水質浄化、4

大公害問題（水俣病など）など、事前学習で

でた疑問等を学ぼうと、本庁環境衛生課を訪

れました。学習意欲に燃えた生徒たちから、

美しい愛南町、地球を守りたい！

健康で、いきいきと！

　城辺社会福祉会館

で、13組24人が出席

して平成18年金婚式

が行われました。

　この式は、町内に

住所を有する婚姻届

出後、50年を迎えら

れたご夫婦に対し

て、ご長寿と地域社会へ貢献された功績を祝うことを目的

に開催されました。

　今後とも、お体に気をつけられ、地域社会の一員とし

て、ご活躍されることをご祈念申し上げます。

響け、私たちの演奏!
　この日は、朝・昼・夕方とNHK番組「伊予

路てくてく」が愛南町を舞台に放送されま

した。その夕方に放送された番組に「Jazz in 

南レク」ではお馴染みのジャズベーシストの

岡田勉
つとむ

さんと南宇和高等学校吹奏楽部が共

演しました。部員にとっては、プロの演奏家

と同じ舞台、それもテレビ放送と、緊張の連

続だったことでしょうが、高校生活の思い出

に残る体験となったようです。

3/11

2/20

3/3

2/23

3/8

3/7
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元
気
い
っ
ぱ
い
愛
ら
ん
ど

　

中
浦
公
民
館
で
、
地
区
住
民
の
融
和
と
一
体
感
を
高
め

る
た
め
、
将
棋
や
演
芸
大
会
、
趣
味
の
作
品
発
表
な
ど
、

恒
例
の
「
第
31
回
中
浦
漁
民
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

作
品
展
示
会
で
は
、
保
育
所
や
小
・
中
学
校
か
ら
一
般

ま
で
の
2
4
1
点
が
飾
ら
れ
、1
3
5
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
演
芸
大
会
で
は
、
約
3
5
0
名
が
来
場
し
、
歌
、

劇
、
ダ
ン
ス
に
舞
踊
、
そ
し
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
餅
ま

き
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
「
ま

つ
り
」
を
盛
上
げ
ま
し
た
。

　

第
32
回
愛
媛
県
駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
が
東
温
市
緑
地
公
園
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、「
地
域
対
抗
の

部
」
を
柱
に
、
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
男
女
計
9
名
が
、
世
代
を
超
え
て
同
じ
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
一
本
の
タ
ス

キ
に
込
め
て
つ
な
ぐ
も
の
で
す
。「
ふ
る
さ
と
選
手
制
度
」
の
導
入
に
よ
り
、
県
外
の
実
業
団
や
大
学
で
活
躍
す
る
選
手
を
1

区
に
配
置
す
る
チ
ー
ム
が
多
い
中
、
愛
南
町
の
2
チ
ー
ム
は
、
町
内
に
住
む
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
構
成
し
、
郷
土
の
代
表
と
し

て
す
ば
ら
し
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
A
チ
ー
ム
が
5
位
入
賞
、
B
チ
ー
ム
が
13
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

歌
に
踊
り
に
、
大
騒
ぎ
!

み
ん
な
で
楽
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
!

　

平
城
小
学
校
で
、
恒
例
の
平
城
公
民
館
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
は
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
約
50
名
が
参
加
し
て

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
午
後
か
ら
は
、
同
校
体
育
館
と
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
2
会
場
で
、
13
地
区
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
は
、
楽
し
そ
う
な
笑
顔
や
歓
声
が
響
く
な
ど
、

和
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

2/
　19～ 25

2/
　19

2/
　11
「
チ
ー
ム
愛
南
」
大
健
闘
！

優勝 深泥チーム

中浦漁民まつり

【
試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
】

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

個
人
の
部　

　

優　

勝 

大
和
田
茂し

げ

満み

つ

（
貝
塚
）

　

準
優
勝 

西
平
信の

ぶ

行ゆ

き

（
馬
瀬
）

ペ
ア
の
部   

　

優　

勝 

中
尾
茂し

げ

樹き

、
中
尾
一い

生ぶ

樹き

ペ
ア（
上
町
）

　

準
優
勝 

小
島
武

た
け
し

、
井
上
紗さ

綾や

ペ
ア（
栄
町
）

団
体
の
部 

　

優　

勝 

馬
場
チ
ー
ム

　

準
優
勝 

栄
町
チ
ー
ム

○
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

優
勝  

深
泥
チ
ー
ム
（
5
年
連
続
）　
　

準
優
勝  

本
町
チ
ー
ム

　

コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
敗
者
戦
）
の
部

　

優
勝  
節
崎
チ
ー
ム　
　

準
優
勝  

貝
塚
チ
ー
ム
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時
よ
り
強
い
雨
が
降
る
中
、
南
レ
ク
城
辺
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
17
チ
ー
ム
が
4
部
制
に
分
か
れ
「
第
37

回
南
宇
和
郡
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
芝
球
技
場
で
行
わ
れ
た
試
合
で
は
、
ぬ

か
る
ん
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
す
る
な
ど
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
珍
プ
レ
ー
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
和
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
】

1
部
優
勝　

フ
ァ
ミ
リ
ー　
　
　
　

準
優
勝　

ラ
キ
オ

2
部
優
勝　

愛
南
町
役
場 　
　

  　

準
優
勝　

D
プ
ル
ー
フ

3
部
優
勝   

中
一
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ　

準
優
勝　

愛
南
町
役
場
愛
好
会

4
部
優
勝　

ア
ミ
ー
ゴ
ス　
　
　
　

準
優
勝　

バ
ル
サ
・
フ
カ
ウ
ラ

　

久
良
公
民
館
で
は
、
久
良

地
区
の
天
嶬
の
鼻
に
あ
る
砲

台
場
（
高
野
長
英
が
設
計
し
、

1
8
0
5
年
に
宇
和
島
藩
に
よ

り
完
成
）
跡
周
辺
海
岸
で
、
久

良
小
学
校
3
年
以
上
38
名
、
教

職
員
や
同
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、

公
民
館
運
営
審
議
会
等
の
多
く

の
方
が
、
歴
史
的
な
建
造
物
や

美
し
い
海
岸
線
を
守
ろ
う
と
散

乱
す
る
空
き
缶
な
ど
の
不
法
投

棄
ご
み
の
回
収
作
業
を
行
い
ま

し
た
。 サ

ッ
カ
ー
は
、
楽
し
い
な
あ
!

今
を
輝
い
て
生
き
よ
う
!

ふ
る
さ
と
久
良
を
守
ろ
う
!

2 部優勝 愛南町役場

1部優勝 ファミリー

4部優勝 アミーゴス

3部優勝 中一レンジャーズ

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
「
2
0
0
5
愛

媛
ス
イ
ミ
ン
グ
協
会
南
予
地
区
B
C
級
水
泳
競
技
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
7
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
保
育
園
児
か
ら

中
学
生
ま
で
計
3
0
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

大
会
で
は
、
本
町
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
総
合
優
勝
を

飾
る
な
ど
、
各
選
手
の
活
躍
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
、
毎
日
を
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
た
た
め
に
も
、
水

中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
自
分
の
体
力
に
応
じ
た
運
動
を

継
続
し
て
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
1
1
2
名
が
集
い
「
平
成
17
年
度
町
連
合
婦
人
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
の
ら
ね
こ

学
か
ん
館
長
塩
見
志し

満ま

子こ

さ
ん
の
「
今
を
輝
い
て
生
き
る
」
と
題
し
た
講
演
、
こ
れ
か
ら
の
家
庭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
高
齢
社
会
を
ど
う
生
き
て
い
く
か
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
講
演
会
は
「
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
人
は
み
ん
な
輝
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
」
な
ど
、
塩

見
先
生
の
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
情
熱
や
迫
力
に
、
参
加
者
も
終
始
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
心
に
響

く
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て
!

3/
　2 2/

　262/
　26

講師の

塩見志
し

満
ま

子
こ

さん

久良小の皆さん

3/
　5
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生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報

愛
南
大
漁
ま
つ
り
2
0
0
6
開
催
の
お
知
ら
せ

　

「
御
荘
湾
立
て
干
し
網
」
と
「
か
つ
お
フ
ェ
ア
」
が
ド
ッ
キ
ン
グ
。「
見
て
・
触
っ
て
・

食
し
て
・
遊
ん
で
」
と
、
よ
り
活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】 

4
月
30
日(

日)

〈
中
潮
〉

○
立
て
干
し
部
門
《
御
荘
湾
片
の
浜
》 

11
時
入
場
開
始
【
干
潮
13
時
30
分
ご
ろ
】

○
か
つ
お
部
門
《
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
》
10
時
か
ら
15
時
ま
で

【
主
な
内
容
】

 

「
立
て
干
し
部
門
」

　
　
　

 

○
入
場
料 

タ
マ
（
中
学
生
以
上
）
2,
0
0
0
円
（
前
売
り
）

               

タ
マ
（
小
学
生 

） 

1,
5
0
0
円
（
前
売
り
）

               

素
手
（
中
学
生
以
上
） 

5
0
0
円
（
前
売
り
）

               

素
手
（
小
学
生  

）  

3
0
0
円
（
前
売
り
）

          

○
放
流
計
画 

ア
サ
リ
（
2
ト
ン
）、
特
別
放
流
魚
（
6
kg
以
上
の
ブ
リ
、
40
尾
）

                

タ
イ
・
ハ
マ
チ
（
約
2,
0
0
0
尾
）
他

          

○
そ
の
他  

抽
選
で
1
0
0
名
の
方
、
色
の
つ
い
た
ア
サ
リ
を
見
つ
け
た
方
へ

                

特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

 

「
か
つ
お
部
門
」

　
　
　

  

○
か
つ
お
の
即
売(

浜
値
販
売)

、
そ
の
他
鮮
魚
の
即
売

           

○
大
か
つ
お
の
解
体
、
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会

           

○
海
産
加
工
品
や
手
作
り
料
理
の
販
売
等

【
駐
車
場
】 

南
レ
ク
御
荘
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

(

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す)

・
長
崎
臨
時
駐
車
場
ほ
か

【
問
合
せ
先
】 

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
（
7
2
ー

1
2
1
1
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

　道の駅MIC・フレッシュ一本
松が、指定管理者制度導入 ( 愛
南総研・一本松ふるさと振興
( 株 ) が運営 ) により、装いも新
たに生まれ変りました。営業時
間は、MICが午前7時～午後8時、
フレッシュ一本松が午前 8時か
ら午後 6時までで、ともに年中
無休です。
　どちらの施設も地元でとれた
新鮮な野菜やくだもの、肉・魚
類、花など、美味しい加工品も
たくさん取り揃えていますので、
今まで同様、多くの方にご利用
くださいますようお願いします。

第
1
回
南
レ
ク

ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
の
お
知
ら
せ

月
日   

5
月
5
日（
金
）・
6
日（
土
）・
7
日（
日
）

場
所   

南
レ
ク
城
辺
公
園
芝
球
技
場

参
加
チ
ー
ム

　
　
　

鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
、
立
正
大

　
　
　

学
淞
南
高
等
学
校
（
島
根
県
）、　

　
　
　

大
分
高
等
学
校
、
初
芝
橋
本
高
等

　
　
　

学
校
（
和
歌
山
県
）、
南
宇
和
高

　
　
　

等
学
校

問
合
せ
先

　
　

  

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

  

（
7
3
ー
1
1
1
1
）
へ

3 月 24 日に
フレッシュ一本松、
4月 1日に道の駅
MIC が、魅力的に
リニューアルオープン

しました。

★ 固定資産税については、3年に1回の評価替えの年にあたるため、第1期目の納期が4月 から5月
　に変更となります。
★ 口座引落し手続きをされている方は、各納期月の月末 (12月は、25日 )に指定口座より引落し (該
　当日が、土・日・祝日の場合は、翌日 )となります。

税務課から !

平成 18 年度の町税等納期月のお知らせ
税　目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12 月 1 月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

町県民税
（普通徴収分）

1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介護保険料
（普通徴収分）

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期



広報 平成 18 年 4月号23

■愛南文芸

8

フレッシュ

北原発
はつ

貴
き

さん（柏）

夢の愛媛マラソン完走！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（２月受付分）

（２月受付分）

◆城辺短歌会
書斎にて倒れ救急車で運ばれし一部始終は何も覚えず　　　土居　　清

反射襷掛けて両手を強く振り歩く土手道に水仙の咲く　　　佐野　松代

息たへし姉の体を清めつつまだ温もりのありて涙す 倉田美津枝

塩害の梅の一枝に白く咲く花に気付きぬ寒明けし朝 山本三千代

土筆の袴とりつつラジオ聴きてをり日付変りて節分となる　松比良スミ子

◆城辺川柳会「焦
あせ

る」

卒業に親の焦りが顔に出る ひとみ

焦らずに一つ一つと片づける 登
と

志
し

恵
え

ライバルの涼しい顔に気の焦り ツタエ

焦る事はないとゆっくり弥
み

陀
だ

の前　　栄
えい

華
か

焦ってもついて行けない老い二人　　てまり

痛い足撫でて焦らずする散歩 トミエ

命の重さ抱えて焦る救急車 トクエ

年金生活焦りと不安同居する きくみ

人生は一度きりだよ焦るまい 一女

汐時と話をやめて引き上げる 十代子

◆城辺俳句会
アトリエに妻の活けたる梅一枝 安岡　敏雄

行き過ぎて浮かぶ人の名春隣り 清水せい子

水滴にたしかな春の予感あり 若林八重子

色褪せし妻の写真や二月尽 長尾　則夫

喉走る白魚の数思ひけり 中尾伊都子

米離れ勿体ないは死語となり 来嶋　清子

　ぼくは、2月19日に開催
された愛媛マラソンに初め
て出場し、無事完走するこ
とができました。愛媛マラ
ソンは、兄が二年前に出場
し、ぼくも一生のうちで一
回は走ってみたいと強く

思っていましたので、実現することができて嬉しく思ってい
ます。
マラソンは「30kmからがキツイぞ！」と、多くの方から聞

いていたので、そこから特にがんばろうと思っていました。
しかし、やはり30kmを過ぎてからは、足が思うように動か
ず、ゴールがとても長く感じました。記録は、あまり良いも
のではありませんでしたが、完走できたという大きな喜びを
感じました。同時に、完走という大きな目標を達成したこと
で、これからの歩む人生への自信が持てました。
　4月からは、大学に進学します。将来の夢に向かって、一
日一日を大切にし、日々努力を重ね、このマラソン大会での
完走を胸に、何事も自信を持って取り組んでいきたいと思っ
ています。

４
月
６
日
〜
15
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
中
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■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編 集 後 記愛は南から

愛南町の人口
（平成 18年 3月 1日現在）

世帯数　11,156 戸　
人口　   27,894 人
　男　   13,058 人
　女      14,836 人

町勢要覧作成のため、愛着のある鳥を前に

快く取材協力をしていただいた

「由良の媛っ子地鶏」を飼育・生産されている

前田和
かず

明
あ き

さん（油袋）です。

　今月号は、見やすく、
さらにデザイン性を重視
した紙面をめざし、広報
「あいなん」も、リニュー
アルをしました。皆さん
に、どう感じていただける
か、不安を感じながらも、
分かりやすい情報提供に
心がけていきたいと思い
ますので、今後ともよろ
しくお願いします。
　話は変わりますが、桜に
まつわる、ちょっとステキ
な話を紹介したいと思いま
す!
　私は、桜を想う時、映
画「さくら」が脳裏に浮
かびます。その主人公で
ある故佐藤良二さんは、
名古屋と金沢を結ぶ長
距離バス路線「名金線」
( 現在は廃止 ) の車掌を
しながら「太平洋と日本
海を桜のトンネルで結ぼ
う」と決意し、12年間で
約 2,000 本の桜の苗木を
植え、昭和 52 年、47 歳
の短い生涯を終えた、夢
をあきらめない一人の男、
として映像化されたもの
です。私も、強い意志を
持ち、夢の実現をめざし
た故佐藤さん、彼を支え
た家族や友人の愛情に、
とても感動を覚えたこと
を記憶しています。
　その故佐藤さんの残さ
れた言葉を紹介したいと
思います。

　「限りない夢を託したさ
くら道、この地球の上に、
天の川のような美しい星
座をつくりたい。花を見
る心がひとつになって、
人々が仲良く暮らせるよ
うに」

　この美しい言葉を胸に、
愛南桜を愛でたいと思い
ます。


